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研究成果の概要（和文）： この研究の主たる対象である栄西の著作について、大須真福寺や叡山文庫などで調査を行
い、未紹介の資料は、2013年刊行の『栄西集』に収録した。中でも断簡で見つかった『改偏教主決』は新出の栄西の著
作であり、調査によって、ほぼ復元することができた。その他の著作も併せて内容の分析を行い、研究基盤を構築し、
栄西の密教思想の特色や事跡が明らかになってきた。
 それらの著作は、2010年「栄西と中世博多展」、2012年「大須観音展」、2014年「栄西と建仁寺展」の各展覧会にお
いて、一般にも公開された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to investigate and research various articles written by Y
osai. At the Eizan library and Osu Shinpukuji temple, I have investigated them. I published the articles w
hich was not introduced. By analysis of the Yosai's text, I have cleared his thought about esoteric Buddhi
sm and tracked his whole works.As result, ordinary people can look at the works of Yosai on exhibition at 
Fukuoka City Museum "Yosai and the Medieval Period of Hakata" in 2010, Nagoya City Museum "Osu Kannon Spec
ial Exhibition" in 2012 and Tokyo National Museum "Roots of Zen: Yosai and the Treasures of Kenninji" in 2
014.
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１．研究開始当初の背景 
（１）従来、栄西が中国から日本に宗派とし
ての禅宗をもたらしたとする見方が定着し
ており、かかる通説的理解により、栄西の２
度目の入宋（1187 年）は禅を将来することを
目的としたものであり、栄西の思想も、それ
を起点に、密教から禅へ移行したとみなされ
てきた。さらに、そのような理解を受け、栄
西研究も禅に偏って行われていたといえる。 
 
（２）栄西の活動については密教に焦点を当
てて考察される場合もあったが、思想に関し
ては、禅に関わる著作の分析に集中しており、
密教の著作は未紹介のものも少なくなかっ
た。そこで、共同研究のもと、栄西の新出の
著作『改偏教主決』（名古屋市真福寺蔵）を
中心に調査・読解を継続し、出版に向け、準
備を進めていた。 
 
２．研究の目的 
（１）栄西の思想形成に関する研究として、
栄西の密教の修学と活動を資料により跡付
け、禅の受容がどのように行われたのか、ま
た、それが栄西の思想全体にどのように位置
づけ得るのかを明らかにしようとした。さら
に、栄西の未紹介の著作を調査・研究し、刊
行することを目指した。 
 
（２）日本初期禅宗における密教と禅との関
係について、日本の禅宗が密教的要素を取り
入れて発展したことは従来指摘されてきた
が、本研究では、それを栄西にまで遡り考察
する点に特色を有した。栄西個人の思想にお
いて、密教を基軸に、禅をどのように受容し
たかを明確にし、その考察を足がかりに、新
たな宗教史像を構築するための独自の視点
を得ることを目指した。 
 
３．研究の方法 
（１）栄西の思想形成に関する研究 
①文献研究と実地踏査の双方からの考察を
行った。文献調査は栄西の著作を中心に行い、
実地踏査はそれらの記述を基に栄西の足取
りを確認し、栄西の活動基盤と宗教的・社会
的環境を検証した。栄西の密教に関わる著作
の大半は、初度の入宋から２度目までの約 15
年間を過ごした九州で作成されたものであ
る。当地での著作について、本文の分析によ
って思想的特色を把握するとともに、そこに
現れた事跡の地理的な確認を通して読解を
深め、栄西の当地での宗教活動を明らかにし
ていった。 
 
②栄西の思想を全体的に捉えるための考察
を行った。２度目の入宋の出発前と在宋中に
著した『隠語集』と、最晩年の『喫茶養生記』
とを結ぶ思想として、五臓論・胎内五位説に
焦点を当てて考察を行った。さらに、関連す
る仁和寺や真福寺の聖教との関係を検証し
た。 

 
（２）日本初期禅宗における密教と禅との関
係について 
栄西以後の禅の受容について、寺院資料の
調査・研究を継続し、特に真福寺大須文庫所
蔵の聖教の考察を行った。また、禅にかかわ
る法語など、関係する文献の研究も行った。 
 
４．研究成果 
（１）栄西の思想形成に関する研究 
①栄西の著作の調査と公開 
 栄西の思想形成について考察するにあた
り、研究基盤となる著作の調査を行った。 
真福寺大須文庫において発見された、それ
まで知られていなかった栄西の著作につい
て、チームを組んで調査と研究を行うことと
なった。発見された著作の一つ、『改偏教主
決』は、栄西存命中に書写された古写本であ
るが、伝来の過程で冊子の糸が切れ、ばらば
らの状態で保管されてきたものであった。調
査によってほぼ復元することが出来、その結
果、３種の著作が２冊にまとめられたもので
あったことが判明した。本文の読解からは、
二度の入宋の間に執筆されたものであり、九
州に滞在していた栄西が、真言教主をめぐっ
て在地の僧侶と論争をし、その内容をまとめ
たものであったことがわかった。栄西の密教
思想の根幹を示す書であると考えられ、さら
に、論争相手である在地の僧侶の著述も全文
が引用されていたことから、この時代の天台
密教の地方への広がりとその内実を知る手
がかりとなる非常に重要な文献であるとい
える。 
この『改偏教主決』の発見によって、栄西
の動向が明確になると同時に、この時期の栄
西の他の著作についても、位置づけを見直す
きっかけとなった。そこで、未紹介であった
他の栄西の著作について、原本を読解し、内
容の検討を行った。それらの中から、真福寺
蔵『改偏教主決』・『諸秘口決』、西本願寺蔵
『釈迦八相』、叡山文庫蔵『胎口決』、大谷大
学蔵『法華経入真言門決』を、2013 年 3月刊
行の『栄西集』（臨川書店）に収録した。い
ずれの著作も翻刻文を作成して掲載したが、
原本の破損が激しいものは、読解に多大な時
間を要した。また、刊行に向けた作業の途中
で新たな断簡が見つかることもあり、刊行は
当初計画していた時期よりも遅れた。しかし、
先に出版された『中世先徳著作集』（臨川書
店、2006 年）と合わせ、現存する栄西の著作
のほとんどが公開される運びとなった。栄西
研究のための基盤は整ったといえ、今後の研
究に寄与する点は少なくないと思われる。 
また、これらの作業と並行して、内容の考
察も行った。密教の著作の大半は九州で執筆
されたものであったが、そうした活動の中で、
栄西が「一門」と呼ぶ集団が生じ、そこでの
弟子との関係は、二度目の入宋から帰朝した
後も続けられたことが推測される。つまり、
九州に滞在して、一連の著作を作成した時期



は、栄西の宗教活動の基盤形成期として捉え
ることが出来るのである。栄西の伝記の見直
しだけでなく、帰朝後に建立された博多の聖
福寺や京都の建仁寺などの在り方について
も、再考の余地があることを示しているもの
と考える。 
そして、これらの新出の著作は、2010 年に
福岡市立博物館で開催された「栄西と中世博
多展」をはじめ、2012 年の名古屋市博物館で
の「古事記 1300 年 大須観音展」や、2014
年の東京国立博物館「栄西と建仁寺展」に出
品された。展示およびシンポジウムや図録を
通して、本研究の成果が一般に公開されたこ
とは意義があったといえよう。 
 さらに、以上の研究を踏まえ、現在、共同
研究として『改偏教主決』の読解を開始して
いる。本研究の成果が、次の研究へ展開した
ものである。 
 
②身体論からみる栄西の思想 
 栄西の思想は、従来は、密教から禅へ転じ
たと捉えられてきた。しかし、最晩年の著作
である『喫茶養生記』も密教の知識に基づく
ものであり、そこで依拠した五臓論は、初期
の著作である『隠語集』にも関係を有するも
のであった。したがって、栄西の密教の修学
は生涯を通じて行われたとみなすことがで
きる。『隠語集』は、二度目の入宋の前に執
筆され、さらに、在宋中にも再度執筆（再治）
している。すなわち、栄西は入宋して禅を学
んだが、平行して密教の著作も成していたこ
とになる。それは、栄西にとっては両立する
行為であったのである。この点は重視すべき
であろう。 
 以上を前提に、『隠語集』と『喫茶養生記』
を取り上げ、両書を結ぶテーマとして五臓論
に焦点を当て、真言密教における身体論の展
開に位置付けるべく、考察を行った。このこ
とについては、2011 年に Estonia の Tallinn 
University で開催された、13th the European 
Association for Japanese Studies (EAJS)
で発表した。『隠語集』は、後の立川流など
にも関係する思想を基盤としており、海外の
研究者からも多くの関心が寄せられた。発表
がきっかけとなり、このテーマに関係して、
国内外でのシンポジウムなどの企画を計画
することにもなった。 
また、栄西のこれらの著作は、五臓論や胎
内五位説の院政期から鎌倉期の展開を解明
するための手がかりとなり、密教僧が禅を受
容していく過程の考察にも有益であると考
える。今後、より大きなテーマへ発展させ得
る可能性を秘めたものであると確信するこ
とができた。 
 
（２）日本初期禅宗における密教と禅との関
係について 
①栄西以後の禅の受容について、真福寺に所
蔵される聖教を中心に調査してきた。やはり
断簡で見つかった『禅家説』は、栄西と同時

代の能忍に関係する内容を持ち、また女性に
向けて書かれた仮名法語が含まれている。本
書の復元と本文の翻刻を行ってきたが、内容
の分析は継続中である。また、安養寺流と呼
ばれる聖一派の僧たちが作成した聖教の調
査に参加して、密教僧がどのように禅を受容
したかを考察している。 
 
②栄西は鎌倉後期頃より、日本の禅宗の祖や
茶祖と見なされるようになる。禅が社会に浸
透していく中で、栄西その人に対する評価も
徐々に変化し、新たな伝承が生じていったも
のと考えられる。 
そこで、この時期に成立した、禅に関わる
文学的な作品を取り上げ、栄西像が形成され
た背景を考察した。具体的には、天理図書館
蔵・狩野文庫蔵『聖財集』、金剛寺蔵『憂喜
餘の友』・『五山詩習作』、真福寺蔵『禅家説』、
天理図書館蔵『妙貞問答』などの調査・研究
を行った。これらは、禅の社会への浸透を示
す資料であるといえ、こうした作品が生み出
された時代に、栄西への評価も禅とより強く
結びついていったのである。栄西に対するか
かるイメージは、現代に到るまで影響力を持
ち続け、そのような中で、たとえば、栄西の
密教に関わる著作は忘れられていったので
ある。すなわち、禅が社会へ定着したことで、
栄西における禅に対する評価は高まり、一方
で、栄西に備わっていた密教に関する部分は
見えにくくなっていったといえる。それは、
日本の禅宗の歴史に対する認識にも少なか
らぬ影響を及ぼしていたと考えられるので
ある。 
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